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世界的規模で急速に発展し注目をされているシェリング・エ コ ノミ ー （共有経済）
であるが， 日本での普及状況をみた場合にサ ービスの普及は遅れているのが現状であ
る。 欧米発のシェアリング ・ エ コ ノミ ーのビジネス（以下， シェアビジネス。） が全世
界を席巻し， さまざまな業界をまたがり社会的にインパクトを与えている一方で， 日

本発のシェアビジネスのサ ービスも新たに登場してはいるものの世界的な普及してい

るものは未だない。 企業が主体となり顧客に対して直接サ ービスを提供するという，
これまで一般的であったサービス ・ マネジメントの枠組みが， このシェアビジネスの

普及によって将来的には大きく変わる可能性もあり， 日本経済の発展のためにも経営

学の視点での考察を深めておく必要がある。

本論文では， 大きく3部により構成する。 序章では本研究の問題提起と研究スタン
スの明確化を行った。 第I部は先行研究の文献レビュ ーで、ある。 第E部では， 実際の
シェアビジネスを展開する企業の事例研究と概念モデルの検討である。 第E部では，

第E部で分析した事例研究結果を基に導出した概念モデルに対して， アンケ ート調査
を実施 ・ 分析し， シェアビジネスのマネジメントにおける戦略要素について明らかに

している。終章では「まとめJとして本研究の課題と今後の展望について言及を行う。

序章では， 問題意識を明らかにしたうえで、シェアビジネスという経済活動を消費者

側の視点で明らかにした現状や市場設計論， プラットフォ ー ム論を概観したうえで，
シェアという概念について， さらにシェアという概念を伴う場合の取引を行うための
制度論もしくは組織的なガパナンスのあり方について， 研究の背景として明らかにし
たうえで， 問題提起と研究目的， そして研究スタンスの明確化を行った。

第I部では， 先行研究に関する文献レビュ ーを行っている。 シェアビジネスが注目

され， 経営学分野で研究が始められたのはほんの数年前であり， 先行研究として直接
的にアプロ ー チしているものはほとんど存在していないのが現状である。 したがって

本研究で、はシェアビジネスそのものの経営学分野の先行研究だけをレビュ ーするので

はなく， 広く社会科学において， 以前から取り上げられてきた理論や研究をシェアと

いう概念と特徴を関連付け概観する。 第1章では， 本研究の主要なテ ーマであるシェ
アという概念について考察する。 シェアという点では， 共有資源、をどのように管理す
るのかといった社会学の領域でも引用されるハ ー デ

、

インの「 コ モンズの悲劇（The
τ旨agedy of the Commons）」（Hardin, 1968）など社会学領域による研究について考察を

進める。 本章では「私有jと「公有」そして「共有」という従来の私有を前提とする
資本概念とは異なる「 コ モンズ資本」ともいうべき概念について， コ モンズ理論から
コ モンズ ・ ガパナンス論， そして， シェアピジネスがさまざまな 、ンェア型の取引をす



るうえでの市場プラットフォームとしての側面があるというアプ ローチからは， 経済

学領域における研究で特にインターネットプラットフォ ームの議論で引用される

McMillan, (2002）が示したプラットフォームをうまく機能させるために必要な要件に

ついての考察をしたうえで， 取引コストやソーシヤル ・ ネットワーク的アプローチ，

埋め込みアプ ローチどいった理論からガパナンスのあり方について概観している。

第2章では， 『シェアビジネスにおける消費行動研究の展開』として， 主に古典的な

消費行動論研究領域の先行研究からコラボ消費という消費行動の変化とその対応とい

った側面までのアプ ロー チで検討し， 認知s心理学分野 によるBettman モデル

(Peterson, Kerin, & Ross, 1979）などの情報処理論的なアプローチから，社会学アプ ロ

ーチなどに依拠しながら消費者の主観に焦点を当てたポストモダン消費者行動のアプ
ロ

ーチについて考察を進め， 本研究の中心的な研究領域であるシェアすることのイン

センティプ， つまり， 何がシェアへと突き動かす要因となるのかという動機の特にソ
ーシヤノレネットワー キングサービスの影響についての確認を行う0 ＇ つまり， これまで

の「大量消費jから「コラボ消費」という特にインターネットやソーシヤル ・ ネット

ワークといったインフラが普及したことによる消費行動の変化による所有と共有の違

いやそのことによるモチベーション研究の行動モデルについて考察した。

第3章では，『シェアビジネスにおけるサービス ・ マネジメント研究の展開』として，

サービス産業を中心として研究が行われているマネジメントの研究アプローチの潮流

を検討していく。 そのなかで， 先行研究レビューの結果を踏まえたうえ， マーケティ

ング・ネットワークやブランドネットークにおける顧客関係性のインセンティブ及び

ユー ザーイノベーションによる価値創造システムiの先行研究に着目したうえで， 特に

e·businessについての価値創造システムとして取り上げた Amit and Zott, (2001）の

ビジネスモデル論や価値創造の理論を中心に分析を行う。 主に戦略研究分野の先行研

究から本研究の中心的な研究領域である価値ネットワークについて戦略資源としての

関連性についての確認を行う。 本章では「価値創造プ ロセス」に関する先行研究を概

観したうえで， e·businessの4つの価値創造概念（効率性， 相補性， ロックイン， 新

奇性）モデ
、

ノレ（Amit& Zott, 2001）では 3 シェアビジネスにおける価値創造概念をうま

く説明できないという課題を明らかにしたうえで，顧客関係を構築する上で必要な「価

値共創」概念が重要な要素となっていることを指摘したものである。

第E部の第4章では，ケーススタディの方法論について触れたうえで，第5章では，

先端企業を対象としたケーススタディでの事例分析を実施した。 急速に発展し成長を

遂げた代表的な不動産シェアビジネスモデ
、

ノレの先端企業で、あるAirbnbの P2P型の個

人問 、ンェアのビジネスモデルをとりあげケーススタディを行っている。

第5章の不動産シェアサービスモデルとは， シェアコミュニティプラットフォーム

を介して他人の不動産を一棟ごと， もしくは一部を一時的にレンタルするもので現在

のシェアビジネスの代表的なモデ
、

ノレで、ある。 そして， 第6章としてケーススタディを

踏まえた構造決定的な要素の共通項を抽出し， 本研究における概念モデ
、

ルとなる6つ

の理論仮説を導いた。 ここでは， ソーシヤノレ・ネットワークの関係性のマネジメント

のなかで， 顧客同士がどのように情報交換を行い， どのようにして新たな関係を構築

しているのか， その際にどのようなマネジメントを誰によって行われているのかとい



う点をケ ーススタディによって考察を進め， その上で各ケ ースの内部の活動連鎖を理
解するとともに， それぞれのケースに共通する要因を理論的な仮説を抽出している。

以上の文献レビュ ーとケ ーススタディに基づき， 第6章では本研究全体に関わる理
論仮説と仮説概念モデノレを提示した。 なお， 本研究における概念モデ

、

ルで、 キ ーとなる
概念は次の3つで、ある。

第一の概念は， 顧客聞の「ソ ーシヤノレ ・ ネットワ ー クの信頼情報jの利用である。
第二は「ソ ーシヤル ・ ネットワ ー クの外部性」， つまり SNSを有効活用するプラット
フォ ーム設計ついてである。 そして， 第三はソ ーシヤノレ ・ コミュニティに対する「規
範意識jの醸成とそれを実現するガパナンスのあり方についてである。

最後の第皿部は実証分析である。それぞれに設定した仮説及び仮説モデルに従って，
インターネットアンケ ート調査により探索的因子分析及び確認的因子分析を踏まえた
SEM構造化方程式モデリングによる分析を実施した。第7章では，シェアビジネスの
ビ

、

ジネスモデ
、

ルにおける「ソ ーシヤノレ ・ ネットワ ー クの信頼情報jの利用と「ソ ーシ
ヤル ・ ネットワ ー クの外部性jつまり「SNSを活用したプラットフォ ームjが利用に
対して与える影響について検討し， その上で，シェアビジネスの内部の活動連鎖を理
解するとともに，それぞれのケースに共通する要因を理論的な仮説として抽出を行い，
Hamari et al., (2013）のシェアピジネスのコンセプトモデル及びTeubner et al., 
(2016）の利用動機モデ

、

ルの適合性と課題を明らかにする。
最後の終章では本研究の発見事項をまとめ理論的 ・ 実践的インプリケーションを示

している。
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